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金属にコバルトおよび亜鉛を用いた場合、一次元螺旋鎖を形成した。このうち{[Co(bhnq)(H20 )(EtO H)] (H20 h 





金属にニッケルを用いると、環状四核錯体[Ni4(bhnq)4(H20)8](H20) 1Q(EtOH)6 (4) 、 [Ni4(bhnq)4(H20)8] (H20) 16




本研究では、フレキシブルなヒンジ様連結配位子 2，2' ・Bi(3-hydroxy-l ,4 -naphthoquinone) (H2bhnq) を用いて、
集積型金属錯体の国体状態における構造の多様性と動的挙動を研究した。
錯体の合成時の溶媒や数種の中心金属イオンの異なる金属錯体のX線結品構造解析により、集積構造を詳しく検討
して、主に用いた金属イオンのイオン半径に応じて、一次元螺旋鎖、一次元ジグザグ鎖、二核、三核、四核の錯体が
得られ、キラルなチャンネルをもつなど、多くの多様な構造をとることを系統的な研究によって、明らかにした。さ
らに、二価の銅錯体では、結晶溶媒の吸脱着により、結晶の色が変わるべイポクロミズムを集積型錯体で、はじめて
見いだし、それが固体状態でヒンジ様連結配位子の二面角の変化を伴う構造変化に起因することを分光学的にも解明
した。
これらの研究内容は、博士(理学)と十分価値あるものと認められる。
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